
た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
協
議
会
で
は
平
成
26

年
の
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に

向
け
、
駅
周
辺
整
備
事
業
の
進

ち
ょ
く
状
況
や
、ま
ち
づ
く
り
の

情
報
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
駅
周

辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
側
面

的
に
支
援
し
てい
く
考
え
で
す
。

●施設の集中管理
●関連団体および公社の見直し
●保育園統合の推進
●各種補助金・負担金の見直し
●庁内経費の削減
●歳入の確保

（市税徴収体制の強化、市所有の未利用地の処分による）
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飯
山
市
第
３
次
行
財
政
改
革
の
成
果

　市道の整備にかかる費用を７割縮減！（平成14年度比）

340万円削減

政改善のために実行したもの
共工事の施工方法の見直し

　18 年度より「協働のみちづくり・むらづくり」を本格実施。施工方法を見直した
ことにより、市道の単独事業費は14 年度に比べ３割程度に減少しました。今年
度は 3400 万円を協働のみち・むらづくり事業として当初予算に計上しています。

　5年間で職員数54人削減！（平成19年4月1日現在）
件費の削減

　行革大綱では「Ｈ20 年までに職員４０人の削減」が示されていましたが、１７
年４月でそれを達成。その後更に削減し、１９年４月までに54 人を削減しました。
　その他、理事者の給料を10 ～ 11％削減（Ｈ13 比）。また議員定数を14 年
から５人減らし17人に、今年 4月からは報酬も条例により4～8％削減しています。

公

人

　その他行財政改革でさまざまな取り組みを実行！
の他の削減・取り組みそ

市観光協会の独立、体育協会のＮＰＯ化

880万円削減

2億300万円削減

3700万円削減
6510万円増収

※下記数値は、すべて平成15～18年の累計です。

財
政
改
革
の
効
果

財行基金（市の貯金）残高の
減少が緩和
　行財政改革を実施しなかった場合の基金残高は、
特定目的基金残高が９．２億円と１０億円以下になってし
まいますが、改革を実行したため、19 年度末で約 29
億円の残高が維持できる見込みです。

5.9 5.9 5.9 5.9

もし行財政改革を実行していなかったら･･･

H14 H15 H16 H17 H18 H19

6.9
4.9 4.9 4.9 4.9 4.9 4.9

44.2 45.2 42.2 40.2 39.5
28.5

H14 H15 H16 H17 H18 H19

行財政改革

実行の結果！

　H15 ～ 行財政改革を実行
H15「飯山市第 3 次行財政改革大綱」
H15「飯山市家計健全化宣言」
H16「第 3 次行財政改革アクションプラン」

今
後
も
行
政
の
ス
リ
ム
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

　

平
成
15
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
行
財
政
改
革
は
今
年
度

が
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
昨
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
自
立
計
画
に
移
行
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
を
更
に
推
進

し
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
す

と
と
も
に
、人
口
の
維
持
・
増
加

を
図
り「
自
立
し
発
展
す
る
悠

久
の
ふ
る
さ
と
いい
や
ま
」
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は
…

44.2 45.2
37.5

30.5
21.5

9.2
5.9 5.9 5.9 5.9 5.9 5.9
4.9 4.9 4.9 4.9 4.94.9

億円

億円

特定目的基金
財政調整基金等
土地開発基金

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ
り
環
境
へ
の
負
荷
の
軽
減
を

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
議
会

平
成
19
年
度
の
総
会
を
開
催

　
５
月
22
日
、
北
陸
新
幹
線
飯

山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

議
会
（
会
長  

田
邉
謹
治
飯
山

市
区
長
会
協
議
会
長
）
の
総
会

が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
毎
年
各
世

帯
か
ら
活
動
費
に
充
て
る
た
め

の
負
担
金
（
１
世
帯 

年
２
０
０

円
）
を
い
た
だ
き
、
建
設
促
進

運
動
を
行
っ
て
お
り
、
集
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
負
担
金
の
う

ち
、
１
０
０
万
円
を
新
幹
線
飯

山
駅
開
業
に
備
え
た
積
立
金
と

し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
負

担
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

度
も
引
き
続
き
集
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
総
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。６
月
の
区
費
等
の
徴

収
に
あ
わ
せ
て
集
め
さ
せ
て
い

Ｈ18決算 Ｈ19予算
繰越金 520,268 384,702
補助金 250,000 250,000
負担金 1,382,280 1,340,000
雑収入 4,258 5,298
合　計 2,156,806 1,980,000

Ｈ18決算 Ｈ19予算
会議費 41,530 50,000
事業費 611,719 700,000
旅　費 85,880 130,000
事務費 32,975 50,000
積立費 1,000,000 1,000,000
予備費 0 50,000
合　計 1,772,104 1,980,000

収入支出決算および予算
■収入

■支出 （単位：円）

Ｈ18 年度末残高 10,000,000
Ｈ19 年度末残高見込 11,000,000

■積立金の状況

（単位：円）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
施
設
の
設
置

を
支
援
し
、
環
境
へ
の
負
荷
軽

減
を
目
的
に
、
人
と
自
然
に
親

切
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅

に
新
た
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
に
要
す
る
経
費
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム

◇
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
も
の

◇
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
お
よ

び
余
剰
電
力
の
販
売
契
約
を
締

結
で
き
る
も
の

■
交
付
対
象
と
な
る
方

◇
市
内
に
自
ら
が
居
住
す
る
住

宅
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方

で
、年
度
内
に
す
べて
の
手
続
き

を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

■
補
助
金
額

◇
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
５
万
円

で
３
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
限
度
と
す
る

※
補
助
限
度
額
15
万
円

■
お
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
３
９
２
）

市
議
会
５
月
臨
時
会
開
催

　
新
し
い
介
護
施
設
の
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
に
つ
い
て
審
議

　
５
月
28
日
に
招
集
さ
れ
た
市

議
会
５
月
臨
時
会
は
、
須
多
峰

に
建
設
予
定
の
介
護
施
設
の
請

負
契
約
締
結
や
、
専
決
処
分
さ

れ
た
18
年
度
予
算
・
条
例
改
正

の
承
認
な
ど
14
議
案
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
件
案
…
14
件

▽
指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
平

成
19
・
20
年
度
介
護
施
設
整
備

事
業
須
多
峰
介
護
セ
ン
タ
ー
建

設
工
事
（
仮
称
、
建
築
主
体
工

事
）
の
請
負
契
約
締
結
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

・
契
約
金
額
…
２
億
３
６
２
５

万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
株
式
会
社 

滝
沢
組

△各地区区長会長、関係区の代表、関係団
体の代表など約 40 名が出席しました。

市債（市の借金）の
残高が減少中

効果
１

効果
2

　普通会計の市債残高は、最も多かった平成 13 年度
末と比べ、18 年度末では約 55 億円の減となり、19 年
度末には120 億円を割り込む見込みです。

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19
183.7 177.8 170.4 158.8 144.8 129.0 115.3

■市債残高の推移（普通会計） 単位=億円

　

国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
等
に
よ
り
、
地
方
は
今
ま
で
に
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、飯
山
市
で
は
平
成
15
年
３
月
に「
飯
山
市
第
３
次
行
財
政
改
革
大
綱
（
実
施
計
画
）」、同
年
11
月
に
は「
飯

山
市
家
計
健
全
化
宣
言
」
を
発
表
。
16
年
１
月
に
は
「
第
３
次
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）」

を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
を
着
実
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
18
年
３
月
に
策
定
し
た
「
飯
山
市
自
立
計
画
」
で
は
、
行
財
政
改
革
の
強
化
に
よ
る
行
政
の
ス
リ
ム
化

を
う
た
っ
て
お
り
、
飯
山
市
で
は
今
後
も
引
き
続
き
改
革
を
実
行
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
の
改

革
の
成
果
に
つ
い
て
お
示
し
し
ま
す
。

6.9

（単位：円）


